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地 域 再 生 計 画 新 旧 対 照 表

変 更 後 変 更 前

地域再生計画 地域再生計画

地域再生計画 地域再生計画

１．地域再生計画の名称 １．地域再生計画の名称
上三川町「三川の郷」清流再生計画 上三川町「三川の郷」清流再生計画

２．地域再生計画の作成主体 ２．地域再生計画の作成主体
栃木県上三川町 栃木県上三川町

３．地域再生計画の区域 ３．地域再生計画の区域
上三川町一部地域 上三川町一部地域

４．地域再生計画の目標 ４．地域再生計画の目標
上三川町は、人口３１，５３７人（平成１９年４月１日現在 、面積５４． 上三川町は、人口３１，２３９人（平成１７年４月１日現在 、面積５４．） ）

５２平方キロメートルで、関東平野の北部、首都圏から９０ｋm、栃木県の ５２平方キロメートルで、関東平野の北部、首都圏から９０ｋm、栃木県の
県庁所在地である宇都宮市の南側に位置しています。鬼怒川、江川、田川と 県庁所在地である宇都宮市の南側に位置しています。鬼怒川、江川、田川と
いう３つの川が南北に流れ、古くは「三川の郷」とよばれて町名の由来にも いう３つの川が南北に流れ、古くは「三川の郷」とよばれて町名の由来にも
なっています。もとよりこの地は、湧水等にも恵まれた豊かな水と肥沃な土 なっています。もとよりこの地は、湧水等にも恵まれた豊かな水と肥沃な土
地の恩恵により、優良な田畑を育んできた農業中心の町でありましたが、昭 地の恩恵により、優良な田畑を育んできた農業中心の町でありましたが、昭
和４０年代前半に大手自動車メーカーの進出により、関連企業の設立や住宅 和４０年代前半に大手自動車メーカーの進出により、関連企業の設立や住宅
団地の開発と共に商工業が発展し、農商工の調和の取れた町へと変化を遂げ 団地の開発と共に商工業が発展し、農商工の調和の取れた町へと変化を遂げ
てきました。それに伴い生活様式が大きく変化し、未処理の生活雑排水が農 てきました。それに伴い生活様式が大きく変化し、未処理の生活雑排水が農
業用水路に流入し、工場の地下水の取水もあり、水質、水量とも落ち、次第 業用水路に流入し、工場の地下水の取水もあり、水質、水量とも落ち、次第
に四季折々の自然が楽しめる水路で、子供たちの水遊びをしている姿も見え に四季折々の自然が楽しめる水路で、子供たちの水遊びをしている姿も見え
なくなりました。 なくなりました。

こうした状況を鑑み、町では、鬼怒川クリーン作戦やマスつかみどり大会 こうした状況を鑑み、町では、鬼怒川クリーン作戦やマスつかみどり大会
を実施、環境改善を進めるため、主な河川を利用して蓼沼親水公園、磯川緑 を実施、環境改善を進めるため、主な河川を利用して蓼沼親水公園、磯川緑
地公園、水環境神主公園を整備し、地域住民が川に親しむ機会を提供してき 地公園、水環境神主公園を整備し、地域住民が川に親しむ機会を提供してき
ました。加えて、生活排水を処理するために、昭和５７年度に公共下水道事 ました。加えて、生活排水を処理するために、昭和５７年度に公共下水道事
業に着手、平成元年度からは浄化槽設置整備事業を、平成５年度には全町下 業に着手、平成元年度からは浄化槽設置整備事業を、平成５年度には全町下
水道化構想を掲げ、更なる下水道整備の促進を図り、平成９年度には農村地 水道化構想を掲げ、更なる下水道整備の促進を図り、平成９年度には農村地
域で農業集落排水事業を展開してきました。この結果、平成１６年度末の汚 域で農業集落排水事業を展開してきました。この結果、平成１６年度末の汚
水処理人口普及率は、６９％にまで達しましたが、いまだに全国平均７７． 水処理人口普及率は、６９％にまで達しましたが、いまだに全国平均７７．
７％（社団法人 浄化槽システム協会）を下回っており目標値には程遠い状況 ７％（社団法人 浄化槽システム協会）を下回っており目標値には程遠い状況
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にあります。 にあります。
このため、引き続き汚水処理施設整備事業を推進し、３つの河川を始めと このため、引き続き汚水処理施設整備事業を推進し、３つの河川を始めと

する公共用水域の清流を再生することにより、町民の憩いと安らぎの場であ する公共用水域の清流を再生することにより、町民の憩いと安らぎの場であ
る美しい清らかな河川をよみがえらせます。併せて、農業用用排水施設の機 る美しい清らかな河川をよみがえらせます。併せて、農業用用排水施設の機
能を維持し、良質の農地育成を図り、住みよく暮らしよい田園都市を継承し 能を維持し、良質の農地育成を図り、住みよく暮らしよい田園都市を継承し
ながら快適で活力のあるまちづくりを目指すものであります。 ながら快適で活力のあるまちづくりを目指すものであります。

（目標１）汚水処理施設の整備促進（汚水処理人口普及率を６９％か （目標１）汚水処理施設の整備促進（汚水処理人口普及率を６９％か
ら８３％に向上） ら８２％に向上）

（目標２）農業用用排水の水質改善（ＢＯＤ等の汚濁負荷量の１０％ （目標２）農業用用排水の水質改善（ＢＯＤ等の汚濁負荷量の１０％
低下） 低下）

５．目標を達成するために必要な事業 ５．目標を達成するために必要な事業
５－１ 全体の概要 ５－１ 全体の概要

主な３河川を中心とする町内の公共用水域の水質改善を効率よく推進 主な３河川を中心とする町内の公共用水域の水質改善を効率よく推進
するため、田川、江川に挟まれた町中部地域の内、市街化区域及びその するため、田川、江川に挟まれた町中部地域の内、市街化区域及びその
周辺の一部を公共下水道事業で、残された住居が点在する地域を浄化槽 周辺の一部を公共下水道事業で、残された住居が点在する地域を浄化槽
設置事業で整備し、また、江川、鬼怒川に挟まれた町東部の市街化調整 設置事業で整備し、また、江川、鬼怒川に挟まれた町東部の市街化調整
区域の集落地域を農業集落排水事業で整備することで、全町一体的な汚 区域の集落地域を農業集落排水事業で整備することで、全町一体的な汚
水処理施設の整備を図る。 水処理施設の整備を図る。

なお、公共下水道事業計画については、下水道法第４条の規定による なお、公共下水道事業計画については、下水道法第４条の規定による
事業認可を平成１９年１０月２３日付けで受けています。 事業認可を平成１２年１２月１２日付けで受けています。

５－２ 法第５章の特別措置を適用して行う事業 ５－２ 法第５章の特別措置を適用して行う事業
汚水処理施設整備交付金を活用する事業 汚水処理施設整備交付金を活用する事業

整備箇所等については別添の整備箇所図による 整備箇所等については別添の整備箇所図による
[事業主体] [事業主体]
・いずれも上三川町 ・いずれも上三川町

[施設の種類] [施設の種類]
・公共下水道、農業集落排水施設、浄化槽 ・公共下水道、農業集落排水施設、浄化槽

[事業区域] [事業区域]
・公共下水道 上三川町 磯岡、願成寺、富士山、下蒲生、東館、 ・公共下水道 上三川町 磯岡、願成寺、富士山、下蒲生、東館

上蒲生、川中子（一区・二区 、三村地区 地区）
・農業集落排水施設 上三川東部地区、上三川南部地区 ・農業集落排水施設 上三川東部地区、上三川南部地区
・浄化槽 石田、川中子（三区 、向川原地区 ・浄化槽 石田、川中子 、上蒲生、向川原地区）

[事業期間] [事業期間]
・公共下水道 平成１７年度～平成２１年度 ・公共下水道 平成１７年度～平成２０年度
・農業集落排水施設 平成１７年度～平成２１年度 ・農業集落排水施設 平成１７年度～平成２０年度
・浄化槽 平成１７年度～平成２１年度 ・浄化槽 平成１７年度～平成２０年度
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[事業費] [事業費]
公共下水道 補助事業費 １，２５４，１６０千円 公共下水道 補助事業費 ９５５，４７０千円

（うち交付金 ６２７，０８０千円） （うち交付金 ４７７，７３５千円）
単独事業費 ５６３，０００千円 単独事業費 ４６９，８２５千円

農業集落排水施設 補助事業費 ２，３９３，７００千円 農業集落排水施設 補助事業費 ２，０４７，７７４千円
（うち交付金 １，１９６，８５０千円） （うち交付金 １，０２３，８８７千円）
単独事業費 ２９６，６００千円 単独事業費 ２９６，６００千円

浄化槽（個人設置型） 補助事業費 ２３，１０９千円 浄化槽（個人設置型） 補助事業費 ２５，０７１千円
（うち交付金 ７，７０３千円） （うち交付金 ８，３５７千円）
単独事業費 －千円 単独事業費 －千円

[事業量] [事業量]
・公共下水道 φ２００～３００ ２５，６７５ｍ ・公共下水道 φ２００ １９，３８５ｍ

（単独事業分 １０，１０７ｍ）
・農業集落排水施設 φ１５０～２００ ３０，６４０ｍ ・農業集落排水施設 φ１５０～２００ ２４，１５２ｍ

（単独事業分 ６，１２４ ｍ）
処理場 ２箇所 処理場 １箇所

・浄化槽（個人設置型） ７人槽 ５０基 ・浄化槽（個人設置型） ７人槽 ６１基

なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。 なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り。
公共下水道全地区で１，９９０人、農業集落排水施設上三川東部地区 公共下水道全地区で１，５６４人、農業集落排水施設上三川東部地区

で１，５９４人、農業集落排水処理施設上三川南部地区１，８７０人、浄 で１，５９４人、農業集落排水処理施設上三川南部地区１，２００人、浄
化槽で１５６人。 化槽で１９０人。

５－３ その他の事業 ５－３ その他の事業
鬼怒川クリーン作戦とマスつかみどり大会 鬼怒川クリーン作戦とマスつかみどり大会

毎年夏休み最初の土曜日に行われ、親子で河川敷のゴミ拾いをする。その 毎年夏休み最初の土曜日に行われ、親子で河川敷のゴミ拾いをする。その
後、マスつかみどり大会を開催、取ったマスをその場で焼いて食べる。家 後、マスつかみどり大会を開催、取ったマスをその場で焼いて食べる。家
族で川に親しむイベントとして実施。 族で川に親しむイベントとして実施。

浸水公園等の維持整備 浸水公園等の維持整備
地域住民が今以上に集い、そして自然に触れることができる公園に整備。 地域住民が今以上に集い、そして自然に触れることができる公園に整備。

公共下水道整備 公共下水道整備
大雨による市街地の浸水及び中小河川の氾濫を防止(雨水管の設置 。 大雨による市街地の浸水及び中小河川の氾濫を防止(雨水管の設置 。） ）

６．計画期間 ６．計画期間
平成１７年度～２１年度 平成１７年度～２０年度
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７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 ７．目標の達成状況に係る評価に関する事項
計画終了後に上三川町において、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評 計画終了後に上三川町において、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評

価し、必要に応じて公表する。また、計画期間中においては事業内容の見直し 価し、必要に応じて公表する。また、計画期間中においては事業内容の見直し
を図るために、公共下水道については担当課と庁内関係課、農業集落排水施設 を図るために、公共下水道については担当課と庁内関係課、農業集落排水施設
については町、地元農業集落排水処理施設維持管理組合とで、必要に応じて施 については町、地元農業集落排水処理施設維持管理組合とで、必要に応じて施
設の整備状況等について評価、検討を行う。なお、整備された汚水処理施設に 設の整備状況等について評価、検討を行う。なお、整備された汚水処理施設に
ついては、水質検査、維持管理等が適切に行われていることについて、地元農 ついては、水質検査、維持管理等が適切に行われていることについて、地元農
業集落排水処理施設維持管理組合等に定期的に報告し、必要に応じて適切な措 業集落排水処理施設維持管理組合等に定期的に報告し、必要に応じて適切な措
置をとる。 置をとる。

８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 ８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項
特になし。 特になし。


